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                                             ２００４年１２月第２号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フリートーク・フェスタの歴史 
【第１回】 主催 ワールドカップ宮城・仙台友の会 
         「キックラブ」 
 現在はＪ２山形の監督の鈴木淳さん、鳥栖監督の松本 
さんを迎え「ワールドカップがやってくる」と題して 
２００１年１２月２日に開催されました。 
 
【第２回】 主催 ワールドカップ宮城・仙台友の会 
         「キックラブ」 2002 年7 月 21 日 
 ワールドカップを終えて「ワールドカップを振り返って」 
というテーマで、ふたつの分科会に別れて開催されました 
 
 
 
 
 
 
 

１１月１４日、第５回スポーツ・フリートーク・フェスタを開催しました 
スポーツを好きでサポートが好きな仲間が集って続けている企画、それがスポーツ・フリートーク・フェスタです。主催する組織の

名称は変わっても、今回で５回目となりました。 
 
テーマは「する・みるから支えあう楽しさへ」 
とき：２００４年１１月１４日（日） 

１３：３０～１６：３０ 
ところ； 東北学院大学土樋キャンパス ４３２教室 
 
基調講演： 「スポーツと地域」 山田 隆裕 氏 

< 元ベガルタ仙台ＭＦ > 
 
 
 
 
 
                                 バネルディスカッション： 
                                 スポーツをささえる「楽しさ」、その「楽しさ」を継続的なものにするために、イベントの 
                                       主催する側と、参加する人々が、情報を共有し互いを「支えあう」ことや、更なる 
                                       ネットワークの拡大、ボランティア同士のサポートも含めて取組むことの大切さを参加 
                                       したみなさんで確認しました。 

【第３回】 主催 ベガルタ仙台・ボランティア・ネットワーク 
２００４年２月２２日 

ジャナーリストの木村元彦さんをゲストに迎え、「サッカーボランティアから

スポーツボランティアへ」をテーマに多くの参加者と一緒に話し合いまし

た。 
 
 
 
 
 
【第４回】 主催 グランディ２１・ボランティア 
       共催 ＳＶ２００４ 
                             ２００４年８月１日 
ふたたび木村さんを迎え、オリンピックを前に楽しく盛り上がりました。テ

ーマは「ワールドカップが残したもの」と題して宮城スタジアムで開催 

「下から支えるというボラ

ンティアの考え方の変化を

求めて、大きなボランティア

組織という大枠の中にスポ

ーツの各種目、あるいはスポ

ーツ以外の分野にも範囲を

広げたトータルな組織を提

案」してくれました。 



会員募集中！自主企画も含めたＳＶ活動全般に参加する      

正会員とボランティア活動のみを行う準会員があります 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【入会方法】 
◎ 正会員・・・年会費３千円（０５年分となります）  ◎ 準会員・・・年会費２００円 
◎ お支払い方法・・・正会員は郵便振込み 郵便口座 １８１９０－２５９３０６５１ ＳＶ２００４まで（振込み料はご負担願います） 
              準会員は郵便切手を２００円分同封にて下記住所にお送り下さい。（郵送料は別途ご負担願います） 
◎ 申し込み先 〒９８０－００１４ 仙台市青葉区本町２－８－１５ 市民活動サポートセンター ＳＶ２００４ 
                       レターケースＮＯ．５０ （必ずレターケースＮＯをご記入ください） 
◎ お問い合わせ  電話 ０９０－２３６０－２６４１  メール ｉｚｕｍｉｔａ＠ｄｍ．ｍｂｎ．ｏｒ．ｊｐ 
 

オフシーズンだからがんばっています ３月まではスポーツボランティアの活動は少ない時期ですが、だから

こそ次の年に向けての準備をすすめたいと思います。 
ＳＶ２００４環境取組担当報告・・・仙台スタジアムから始まり、全国に広がっている「ごみ減量」活動、その経験をいかして 
                     ＳＶ２００４が参加するスポーツイベントでは、基準を決めて取組みたいと思います。 
     【ただ今準備中】      ① ＳＶエコ・マニュアルの作成  ② エコ・ステーション企画作り 
ＳＶ２００４研修担当報告・・・・・・・新しいメンバーのみなさんへ、そして、よりレベルアップをめざす皆さんのために、 
                     ボランティアにとって必要な「接客知識・施設の知識・業務知識」をかんたんに 
     【ただ今準備中】      まとめ、定期的に楽しい研修をしたいと思います。出来上がりをお楽しみに。 

覚えてください、花みずき 
このＳＶマンスリーニュースの表面、左上の写真、小さくてみにくいと思いますが、実は私たちスポーツボランティアにとっ

てとても大切な「花みずき」です。この木は２００３年９月に、仙台でＪリーグを支える人々が集る 
「全国ホームタウンサミット」が開催された際に、 
１０クラブ以上のボランティアと一緒に、さまざまな 
願いを込めて植えたものなのです。 
花ことばは「私の思いをとどけたい」 
本来植えた翌年は花は咲かないという 
ことでしたが、２本のうちの一本に 
一輪だけ、清潔な白い花が咲いたのです。 
場所は七北田公園、そう、ベガルタの 
ホームスタジアムの近くです。 

トピック ① 

トピック ② 

ごみの袋を貼るに

もきちんとルール

があるのです。 

ジャズフェスのエコ・

ステーション、私たち

も取り組みます。 
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